
２０２０年代に向けた

情報通信政策の在り方

２０１４年４月１５日

ソフトバンクＢＢ株式会社ソフト ンクＢＢ株式会社

ソフトバンクテレコム株式会社

ソフトバンクモバイル株式会社

0

ソフトバンクモバイル株式会社

000599
テキストボックス
資料４ー５



５０年前・・・５０年前・・・５０年前５０年前

11



１９６４１９６４１９６４
東京オリンピック
１９６４
東京オリンピック東京オリンピック東京オリンピック

22



経済基盤が整備経済基盤が整備

33



革新的製品が普及革新的製品が普及
劇的にライフスタイルは変化劇的にライフスタイルは変化

カラー ク ラ 自動車カラ
テレビ

クーラー 自動車

4

テレ



世界２位の経済大国に世界２位の経済大国に世界２位の経済大国に世界２位の経済大国に

55



あれから５０年・・あれから５０年

66



２０２０東京オリンピック２０２０東京オリンピック２０２０東京オリンピック２０２０東京オリンピック

77



日本のＧＤＰ日本のＧＤＰ

16 724主要国の名目ＧＤＰの推移主要国の名目ＧＤＰの推移

世界３位に（10億USドル）

16,724主要国の名目ＧＤＰの推移主要国の名目ＧＤＰの推移

世界３位に
転落転落8,939

5,007

1980年 2013年
（推計値）

2010年

8
出典: IMF - World Economic Outlook Databases (2013年10月版)より当社作成



経済基盤の中心をＩＣＴに経済基盤の中心をＩＣＴに

１９６４ ２０１４ ２０７０１９６４ ２０１４ ２０７０（５０年） （約５０年）

ＩＣＴ道路 鉄道

ICTICT
空港 ビル空港 ビル

9



これからのこれからのこれからの
世界世界世界

1010



２０１０年 ２０４０年
ＣＰＵ

トランジスタ数

３,０００兆個１００万倍

（人間の脳の１０万倍）

３０億個

メモリ容量

（人 ）

３２ＰＢ

メモリ容量

３２ＧＢ １００万倍
ペタバイト

３２ＰＢ３２ＧＢ １００万倍

通信速度

１Ｇｂｐｓ ３Ｐｂｐｓ３００万倍
ペタビーピーエス

11



３万円端末に保存可能なコンテンツ３万円端末に保存可能なコンテンツ

２０１０年 ２０４０年

５,０００億曲６,４００曲 ５,０００億曲

４年分 ３ ５億年分３.５億年分

３万年分４時間分

12

３万年分



ライフスタイルが劇的に変化ライフスタイルが劇的に変化

1313



これからの三種の神器これからの三種の神器

クラウド
デバイス超高速通信

クラウド
・

ビッグデ タビッグデータ

14



リッチコンテンツの登場（例：高画質放送（８Ｋ））リッチコンテンツの登場（例：高画質放送（８Ｋ））

自宅外出先 自宅外出先

15



先端医療先端医療

緊急医療 電子カルテ緊急医療

予防医療遠隔医療

電子カルテ

16

予防医療遠隔医療



教育教育
高度な教育

平等な教育

グ 教育グローバル教育

17



生活の様々な分野でＩＣＴ化が加速生活の様々な分野でＩＣＴ化が加速

自動車自動車 住宅住宅自動車自動車 住宅住宅

行政行政 交通交通行政行政 交通交通

1818



ＩＣＴで日本にもう一度競争力を

1919



２０２０年に向けたＩＣＴ基盤整備
そのためには・・

２０２０年に向けたＩＣＴ基盤整備

モバイル 固定
（ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ） （有線/Ｗｉ‐Ｆｉ）

安定・超高速利便性

モバイルと固定の相互補完で

20

モバイルと固定の相互補完で
多様なサービスを提供



モバイル市場の現状・課題

21



モバイルブロードバンド普及率 （２０１２年）モバイルブロードバンド普及率 （２０１２年）
※

113人113人

※ 100人あたりのモバイルブロードバンド（３Ｇ/４Ｇ）利用者数
出典： THE STATE OF BROADBAND （ITU, UNESCO)より当社作成

22
日本は世界に先駆けてモバイルＢＢが普及



ＬＴＥ 契約者数ＬＴＥ 契約者数

3,900万

ＬＴＥ 契約者数ＬＴＥ 契約者数

3,900万

各社競争により各社競争により
超高速化が加速超高速化が加速

23

2011年12月 2013年12月

出典：総務省電気通信サービスの契約数及びシェアに関する四半期データより当社作成



各社設備投資額各社設備投資額

7,500億円
ＮＷ投資拡大により

5,900億円

ＮＷ投資拡大により
経済活性化

4,700億円

ソフトバンク
ドコモ ＫＤＤＩ

（2012年 通期）

24

モバイル
ドコモ ＫＤＤＩ

※ＫＤＤＩは固定事業等の投資も含む
出典： 各社決算より当社作成



料金プランに関する当社取組み

２０１３
パケットし放題フラット

f シンプルスマホ２０１３ for シンプルスマホ

２０１４
今後もお客様ニーズに合わせた

料金プランを提供
25

２０１４
料金プランを提供

25



モバイル分野で今後取組むべき課題

1. 急増するデータトラヒックへの対応

2. 新規産業創出（クラウド/ビッグデータ活用）2. 新規産業創出（クラウド/ビッグデ タ活用）

26



モバイル分野で今後取組むべき課題

1. 急増するデータトラヒックへの対応

2. 新規産業創出（クラウド/ビッグデータ活用）2. 新規産業創出（クラウド/ビッグデ タ活用）

27



モバイルトラヒック予測モバイルトラヒック予測

（データ量）

１０年後

（当社予測）

約１,０００倍へ
（当社予測）

28

2014年 2024年



次世代モバイル通信に向け次世代モバイル通信に向け
トラヒック対策が必須

外出先外出先

トラヒック対策が必須

＋ 屋内屋内外出先外出先 ＋ 屋内屋内

新たな周波数割当 光の普及・拡大

× ×
29

固定網へオフロードＬＴＥ‐Ａｄｖａｎｃｅｄ技術



モバイル分野で今後取組むべき課題

1. 急増するデータトラヒックへの対応

2. 新規産業創出（クラウド/ビッグデータ活用）2. 新規産業創出（クラウド/ビッグデ タ活用）

30



全世界で全世界で全世界で
作成・複製されるデータ

全世界で
作成・複製されるデータ

内経済効
（１ゼタバイト １兆ギガバイト）

ビッグデータ

40ＺＢ

国内経済効果
２０兆円 以上

ゼタバイト

（１ゼタバイト ＝ １兆ギガバイト）

※40ＺＢ ２０兆円 以上

年１０年で
３０倍３０倍

年 年

1.2ＺＢ

※平成24年度 情報通信白書によると、「データの利用事業者及びそ
支援事業者からなるビ グデ タ 活用に関する市場にお ては

31

2010年 2020年
出典： IDC THE DIGITAL UNIVERESE in 2020(Dec.2012)より当社作成
総務省 平成24年版 情報通信白書

の支援事業者からなるビッグデータの活用に関する市場においては、
今後、少なくとも10兆円規模の付加価値創出及び12～15兆円規模
の社会的コスト削減の効果があると考えられる 」とされている。



ビッグデータ活用を促進するルール整備が必要

防災対応
安否確認
街づくり

生活・
娯楽支援

交通管理
交通安全
渋滞対策

健康管理
病気の早期発見

在宅医療

省エネ
スマートグリッド

ス トメ タ 等

農業
栽培・収穫

流通 街づくり
娯楽支援

O2O
オンライン広告

渋滞対策
環境対策

在宅医療スマートメータ 等 流通
在庫管理 等

･･･

利用者の安心・安全を保護しつつ、利活用を推進

ＳＮＳデータライフログデータオープンデータ

気象情報
国土

地理情報
（例）

センシング
データ
位置情報（例）

（例）
個人情報

購買
閲覧履歴

（例） つぶやき
気象情報地理情報 位置情報（例） 閲覧履歴

･･･

･･･

32

･･･

スマートフォン 自動車 パソコン 自販機
ＰＯＳ

センサー



固定通信市場の現状・課題

33



「光の道 構想「光の道」構想
２０１５年 超高速ブロードバンド 利用率１００％

ソフトバンク提案ソフトバンク提案 ３年前の結論３年前の結論ソフトバンク提案ソフトバンク提案 ３年前の結論３年前の結論

ボトルネック設備の 「不完全」な
構造分離 機能分離

競争活 能 離競争活性化は機能分離により
促進可能と判断

34

促進可能と判断



しかし １００％普及の目標と大きく乖離しかし、１００％普及の目標と大きく乖離

ＦＴＴＨの普及率 整備率ＦＴＴＨの普及率 整備率

97％ 98％
整備率

ＦＴＴＨの普及率・整備率ＦＴＴＨの普及率・整備率

93％
97％ 98％

大きく乖離

普 率普及率

41％ 45％ 48％

2010年 2011年 2012年 （年度）

35

※普及率及び整備率にはFTTH及びCATVサービスが含まれる
出典： ブロードバンド普及促進のための公正競争レビュー制度に基づく 検証結果（平成25年度）より当社作成

2010年 2011年 2012年 （年度）



拡大を目指したはずが 純増数は減少拡大を目指したはずが、純増数は減少

ＦＴＴＨ契約純増数ＦＴＴＨ契約純増数

336

ＦＴＴＨ契約純増数ＦＴＴＨ契約純増数 （万契約）

287
278

242

減少傾向

242

209

155

36
出典： 総務省電気通信サービスの契約数及びシェアに関する四半期データより当社作成

2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 （年度）



ＮＴＴシェア高止まりの状況に変化なし
ＦＴＴＨシェアＦＴＴＨシェア

Ｕｃｏｍ
その他

電力系

ＫＤＤＩ

電力系

ＮＴＴ東西 ＮＴＴ東西 ＮＴＴ東西

７５％ ７４％ ７３％

ＮＴＴ東西 ＮＴＴ東西 ＮＴＴ東西

2010年 201１年 2012年 （年度）

37

2011 2012 20132010年 201１年 2012年 （年度）
出典： 総務省電気通信サービスの契約数及びシェアに関する四半期データより当社作成



競争促進のための施策を導入するも効果なし競争促進のための施策を導入するも効果なし

① ＦＴＴＨ促進策 ×利用事業者なし
（ ）（エントリーメニュー、光配線区画拡大） ×（ユーザ単位で競争不可）

② ＮＧＮのオ プン化 ×進展なし
② ＮＧＮのオープン化 ×ＮＴＴ東西と同等レベルの

０ＡＢ‐Ｊサービスできず

進展なし

③ 同等性 ×担保されず

38



ＦＴＴＨ普及促進が進まない要因
ＡＤＳＬＡＤＳＬ ＦＴＴＨＦＴＴＨ

１回線単位で接続料設定
（ユーザ単位で競争可）

８回線単位で接続料設定
（複数ユーザ獲得が必要）（ユ ザ単位で競争可） （複数ユ ザ獲得が必要）

後発事業者も 後発事業者は

ＡＤＳＬシ アＡＤＳＬシ ア ＦＴＴＨシ アＦＴＴＨシ ア

後発事業者も
同等の条件で競争可能

後発事業者は
不利な環境での競争

ＡＤＳＬシェアＡＤＳＬシェア ＦＴＴＨシェアＦＴＴＨシェア

ＮＴＴ東西
39％

ＮＴＴ東西
73％

39

（2005年度末）
※ＡＤＳＬ市場最盛期 （2012年度末）



実効性のある解決策が必要

解決策 解決策

実効性のある解決策が必要

解決策１ 解決策２

＋ユーザ単位接続料設定 接続料低廉化＋

メタルと同等の競争環境・接続料水準をメタルと同等の競争環境 接続料水準を
（ユーザ単位接続料＝１,４００円／月）

ＡＤＳＬ並の料金で光サ ビスが可能
40

ＡＤＳＬ並の料金で光サービスが可能



これら課題の背景にはこれら課題の背景には
ＮＴＴ東西の構造的な問題が存在ＮＴＴ東西の構造的な問題が存在

利 競争事業者
（利

利用部門 競争事業者自
社
利

利
用
・
設
備利

益
を

備
部
門
の

利用部門を
優先

同等性
なし

設備部門
を
追
求

の
一
体
評

優先 し

アクセス網

求評
価
）

41



海外事例① 英国

独立した評価基準と外部監視機関の設置で有効な有効な
公正競争環境を実現機能分離機能分離

ＢＴ retail外部
競争事業者

ＢＴ wholesale

ＢＴ retail外部
監視機関

商品・費用・

ＢＴ wholesale

商品・費用・
貸出条件等

同条件 同条件

アクセスサービス

独立した評価によって
回線貸出最大化

42

アクセスサ ビス



海外事例② オセアニア（オーストラリア・ニュージーランド）

光アクセス会社を設立することで
構造分離構造分離

構造的に公正競争を実現
構造分離構造分離

競争事業者経営の自由度が向上

公平性を担保
同条件 同条件

公平性を担保

アクセス回線会社として

同条件 同条件

独立アクセス回線会社

アクセス回線会社として
利益の最大化

43



少なくとも・・

第三者評価機関により同等性確保

ＮＴＴ持株ＮＴＴ持株

評価機関

／

評価機関
(競争事業者・利用者等も参加)

／

取締役会

利用部門設備部門

取締役会

利用部門
（カンパニー）

設備部門
（カンパニー）

取引

競争事業者
取引

44



「光の道」構想に関する基本方針（総務省 2010年12月14日）

政府が約束済み

改善措置が不可欠
45

改善措置が不可欠



ＮＴＴグループ経営の課題

46



主要市場における支配的事業者は
全てＮＴＴグループ会社

ＮＴＴ持株ＮＴＴ持株

音声 ＦＴＴＨ モバイル法人データ音声 ＦＴＴＨ モバイル
ＳＢＴＭ

3%

法人データ

ドコモ

45%

ＫＤＤＩ
14%

ＫＤＤＩ
11% ＳＢＭ

24%
ＮＴＴ

グループＫＤＤＩ
18%ＮＴＴ東西 ＮＴＴ東西 5

ＫＤＤＩ
28%

62%
18%

・・

ＮＴＴ東西

77%
ＮＴＴ東西

73%

排他的連携は競争を阻害

（2012年度末）

47
出典： 総務省電気通信サービスの契約数及びシェアに関する四半期データ
電気通信事業分野における競争状況の評価 2012より当社作成

排他的連携は競争を阻害



他の先進国（Ｇ７）と比較しても
プ

固定ＢＢ固定ＢＢ

ＮＴＴグループのシェアが圧倒的に高い
モバイルモバイル

73%

固定ＢＢ固定ＢＢ モバイルモバイル

73%

53%53%

45%
42% 45%

36% 36%
33% 32%31%

19% 19%

33% 32% 31%
28%

(AT&T) (AT&T)

48

※各国の固定ドミナント事業者の固定ブロードバンド及びモバイルの契約者数シェア
※日本における固定BBのシェアはFTTH 
※米国：2013年12月末 日本：2013年3月末 ヨーロッパ・カナダ：2012年12月末 時点でのデータ
出典： （日本）総務省 （米国）Leichtman Research Group, Inc/ＧＳＭＡ Intelligence  （ヨーロッパ）European Commission （カナダ）ＣＲＴC/Ｐｏｉｎｔ Ｔｏｐｉｃ



ＮＴＴは政府が筆頭株主の会社

政府

ＮＴＴは政府が筆頭株主の会社

政府
株式保有 36%

4兆超の施設設置負担金

ＮＴＴ持株ＮＴＴ持株
• 4兆超の施設設置負担金
• 公社から継承した局舎/

線路敷設基盤 等

ＮＴＴ東西 ドコモ コム データ ・・

持株 持株 持株持株
連携 連携 連携

持株
100%

持株
100%

持株
54.2%

持株
66.6%

競 競 競 競

連携 連携 連携

競争事業者競争事業者 競争事業者競争事業者 競争事業者競争事業者 競争事業者競争事業者

競
争

競
争

競
争

競
争

49出典： ＮＴＴ annual report2013より当社作成

競争事業者競争事業者 競争事業者競争事業者 競争事業者競争事業者 競争事業者競争事業者



ＮＴＴ持株ＮＴＴ持株

音声 ＦＴＴＨ モバイル法人データそのような状況でそのような状況で音声 ＦＴＴＨ モバイル
ＳＢＴＭ

3%

法人データそのような状況でそのような状況で

ＮＴＴ東西 ＮＴＴ東西

ドコモ

45%

ＫＤＤＩ
14%

ＫＤＤＩ
11% ＳＢＭ

24%
ＮＴＴ

グループＫＤＤＩ
18%ＮＴＴ東西

77%
ＮＴＴ東西

73%

5
ＫＤＤＩ
28%

62%
18%

・・
（2012年度末）
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複数のメディアがＮＴＴセット割の解禁を報道

ＮＴＴ再統合・独占回帰はＮＴＴ再統合・独占回帰は
既定路線なのか既定路線なのか

51



消費者の選択肢は複数存在

現在現在現在現在

フレッツユ ザフレッツユーザ
ＮＴＴ東西

ＦＴＴＨシェア

フレッツユーザ
７３％

フレッツユ ザ

フレッツユーザ
ＭＶＮＯ
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消費者の選択肢がなくなり消費者の選択肢がなくなり
長期的には料金・サービスの多様化が進まない

ＮＴＴグループ連携ＮＴＴグループ連携

フレッツユーザフレッツユ ザ
ＮＴＴ東西

ＦＴＴＨシェア

×
フレッツユーザ

７３％

ＭＶＮＯ×
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フレッツユーザ
ＭＶＮＯ×



２０２０年のＩＣＴ基盤整備のために２０２０年のＩＣＴ基盤整備のために

モバイルモバイル
• 急増するトラヒック対策

モバイルモバイル • 新規ビジネス創出の環境整備

• 光回線・ＮＧＮのオープン化推進
固定固定

• 光回線 ＮＧＮのオ プン化推進
• ＮＴＴ東西の構造的課題解決

ＮＴＴＮＴＴ • ＮＴＴグループの連携禁止
ＮＴＴ
連携
ＮＴＴ
連携
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固定 モバイル両輪の競争により固定・モバイル両輪の競争により
世界最高レベルのＩＣＴ基盤整備を実現世界最高レベルのＩＣＴ基盤整備を実現
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別添
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トラヒック急増に対応も

モバイル
別添資料①

トラヒック急増に対応も
通信料金は低廉化通信料金は低廉化

加入者あたり月間トラヒック加入者あたり月間トラヒック １ＧＢあたりデ タ料金１ＧＢあたりデ タ料金
※

加入者あたり月間トラヒック加入者あたり月間トラヒック １ＧＢあたりデータ料金１ＧＢあたりデータ料金

6,400円

約１/３
1.22GB

約３倍 約１/３

2,300円0.41GB

57

2011年9月 2013年9月

出典： 総務省等による公表値（大手3各社公表データARPU平均トラヒック）より当社算出
情報通信統計データベース「我が国の移動通信トラヒックの現状」（集計値）

2011年9月 2013年9月

※各社データARPU及び総トラヒックから当社算出



モバイル
別添資料②‐1

ビッグデータの第三者提供時の
同意取得や匿名化の在り方

課題

他社情報他社情報自社情報自社情報

同意取得や匿名化の在り方

× 他社情報他社情報自社情報自社情報

• お客様の属性情報

×
利用者 ルール

不明瞭
客様 属性情報

• 購買履歴
• クｰポン利用履歴 等

提供提供

不明瞭
同意取得

企業

提供提供
利用利用 匿名化

顧客情報

位置情報

収集収集 分析・加工分析・加工

位置情報

• 位置情報
• 顧客情報 等

58

• 顧客情報 等



透 性 予 能性が 作

モバイル
別添資料②‐2

透明性・予見可能性があるルール作り
• 利用目的・方法の透明性確保
• 統計データの加工・匿名化

解決策

他社情報他社情報自社情報自社情報

• 統計データの加工・匿名化
• 統計データの保護範囲 等

他社情報他社情報自社情報自社情報

• お客様の属性情報利用者
• 購買履歴
• クーポン利用履歴 等透明性

提供提供
利用利用

利用者への

•加工レベル
•保護範囲

企業 利用者への
新たな価値創造顧客情報

収集収集 分析・加工分析・加工

企業

位置情報

• 位置情報

59

位置情報
• 顧客情報 等



ＮＧＮオープン化の課題固定通信
別添資料③

事業者間協議任せではなく
オ プン化を促進させる政策が必要オープン化を促進させる政策が必要

ＮＧＮ

ＩＳＰ

ＮＧＮ
ＩＳＰ

ＮＴＴ-ＮＧＮ
ＳＩＰ

ＩＳＰ
ＯＮＵ

優先制御・帯域制御
機能の開放

ＯＮＵの自由化
機能の開放

ＯＮＵの自由化

60
様々なサービスが提供できず 端末多様化されず



同等性担保における課題固定通信
別添資料④

（例）ＮＧＮの機能開放（ＱｏＳ）に関する協議（例）ＮＧＮの機能開放（ＱｏＳ）に関する協議

競争事業者利用部門 競争事業者利用部門

○サービス ×数年間 同等性が同等性が○サ ビス
提供済 ×数年間

協議中

同等性
担保されず
同等性

担保されず

設備部門設備部門

61
サービス提供に圧倒的な差が存在



ＮＴＴグループ経営
別添資料⑤

４月２日（水） 事業者連名で要望書を提出

• ＮＴＴ独占回帰に繋がる• ＮＴＴ独占回帰に繋がる

政策見直しに反対

• ６５事業者・団体が連名

（移動体事業者・固定事業者・ＣＡＴＶ事業者・
ＤＳＬ事業者・ＩＳＰ事業者・ＭＶＮＯ事業者 等）
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